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２）２０２３年細胞検査士資格更新申請について 

 

 

１） 第２回 細胞診断能力開発プロジェクト（ プロジェクトABCD ）について： 

    兵庫県細胞検査士会 会 長 鳥居良貴 
 
 

 いつも兵庫県細胞検査士会の活動にご理解、ご協力いただき誠にありがとうございます。 

兵庫県細胞検査士会メールジャーナルにもご案内しております「ABCDプロジェクト」。 

このプロジェクトはセルフスタディとして、Self-Study Survey（自己学習のための細胞テスト）を目的に 

教育的視野から自己学習を行う形式として実施しております。 

もちろん外部精度管理ではなく、また強制でもなく自由参加な自己学習テストです。 

「第2回ABCDプロジェクト」を届けさせていただきます。 

既に兵庫県細胞検査士会ホームページ（http://hyogoct.com）のトップページにあります「症例検討」に 

公開しております。 

症例検討 → パスワード入力くださいとありますから、半角にて下記入力ください。 
 

 8AQ4hd63eF 
  

第1回と同様に、実際に試行していただき、ご意見ご感想がございましたら本メーリングリストに 

お寄せください。よろしくお願いいたします。 
 
 



 

 

２) ２０２３年 細胞検査士資格更新申請について 

 

 

 
細胞検査士資格更新のお知らせが、日本臨床細胞学会ホームーページ内に掲載されております。 

対象の方は、ご確認下さい。 

（今年はブルーカードの方が対象です。） 
詳細は下記リンク先もしくは、学会ホームーページからご参照ください。 

 

 

 

日本臨床細胞学会 イエローページ ↓ 

 

https://cdn.jscc.or.jp/wp-content/themes/jscc/zassi/62-3yp/62-3-09.pdf 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

「第２ラウンド 」  

 
医療法人 神甲会 隈病院   山尾 直輝 

 

 

 

 

 

医療の世界で仕事をさせていただいて、日々、忙しく働き、気づけば終活を考える年齢になりま

した。 

終活と言ってもここでは「残りの人生を充実させ前向きに自分らしく生きる」としたいと思います。 

そこで、今まで、仕事以外に何をしていた時が一番楽しかったか？自分らしくいれたか？を考え

てみる俗に言う「自分探しの旅」をしてみることにしました。 

週末に三田にある有馬富士公園へ行き、自然の中で目をとじ、鳥の声、虫の声、風の音をバッ

クコーラスに考えてみると、釣り、サイクリング、神社仏閣廻り、映画、読書、ゲームそして、大学

で学んだ心理学、どれも楽しかったと思い出されます。 

この作業をする様になってから、ワクワクが戻ってきました。 

さあ、これからどうする？これらのどれかをさらに追求するか、新しい何かをするか？ 

ワクワクを求めて私の第２ラウンドが始まろうとしています。 

  

最後までお読みいただきありがとうございました。 

   

 

 
 

 

 

 
  

 

 

 

 

 
 

 

 

 



 

 

～様々な角度から見てみよう～ 
「せるツイート」では、基本症例から難解症例、背景の物質や、油浸でみる細胞など様々な細胞像を 

ゆる～いノリで出題または紹介いたします。 

色んな角度から見た細胞像を気軽に共有しませんか？ 

もしかしたら、新たな発見があるかも！？ 

気になる細胞を「クイズ形式」や時には逆に教えてくださいと、「なげかけ形式」で紹介したいと思います。 

※奇数月は問題、偶数月は回答やご意見を掲載いたします。 

症例１１はこちら↓ 

 

          

 

          

 

        ＜ 症例１１＞  年齢および性別 ： 70歳代 男性 

                  検体：喀痰 

                  臨床所見：肺穿刺吸引ステロイド内服中。 

                         呼吸困難及び発熱。 
 

 

  

この細胞は何でしょう？ 

×40 ×40 

Papanicolaou May-Giemsa 



×40 

【回答】 

ニューモシスチス肺炎 
 

 

【所見】 

パパニコロウ染色やメイギムザ染色で泡沫状のモヤモヤとした集塊が認められる。 

グロコット染色で嚢子の陽性像がみられる。形状は円形・三日月型・お椀型等。 

 

 

【解説】 

以前はカリニ肺炎と呼ばれており、原虫に分類されていたが、現在ではニューモシスチス・イロベチー

（Pneumocystis jiroveci)と名称が変わり、真菌に分類されている。 

免疫不全状態の日和見感染症の１つである。培養方法が確立されていないため、細胞診や組織診での

検出が重要である。 

 

 

Grocott 



５．編集後記  

ジャーナル担当：岡田、片山、黒田、坂本、濱武 、山口  

 

10月は全国八百万の神が不在であることから「神無月(神の無い月)」と呼ばれてるそうです。 

ちなみにこの期間中、神様は島根県の出雲大社に集結するので島根県だけは「神在月」と呼ぶみたいです。 

勉強になりました！ 

今月に入り急に肌寒くなってきました。 

先月までの暑さがまるで嘘のようです… 

季節の変わり目は風邪ひきやすいと言われてますので、体調管理に気をつけつつ、これから訪れる寒さに備

えていきましょう！ 

 

 

 

 

  
 
 

 
 

兵庫県細胞検査士会メーリングリストでは、メールジャーナルを初め、勉強会等、様々な情報を配信して

います。 

ご職場やお知り合いの方などで、登録が未だの方がいらっしゃれば、ぜひこの機会にお勧め下さい！ 

皆様のご協力をお願いいたします。 
  

メーリングリストへのご登録、変更および登録解除はこちらから↓ 

兵庫県細胞検査士会 メーリングリスト 
 http://www.hyogoct.com/ml-info.html 
 
 

兵庫県細胞検査士会へのお問い合わせはこちらから↓ 
 
http://www.hyogoct.com/office.html 
 
  

兵庫県細胞検査士会ホームーページ↓ 
 
http://www.hyogoct.com/index.html 

 

※兵庫県細胞検査士会では、 

メーリングリストへの登録をお願いしています！ 


